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炭酸銀によるイオン伝導性の上昇メカニズムを
結晶構造と伝導経路から解明。

・他の代表的な固体電解質と比較しても約10倍の高い
イオン伝導度

・炭酸基の回転によるイオンの輸送

＜Point＞
・超イオン伝導とは電解質溶液並みの高い
イオン伝導性(>10-2 S/cm)を持つ固体電解
質である。

・固溶体でもイオン伝導度の上昇が確認され
ており工業化のハードルも低い材料

・二次電池の高性能化に必要な技術

炭酸基
(自由度をもつ)

銀が炭酸周辺に配位
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Fig. Ag17(CO3)3I11の結晶構造と回転による伝導イメージ
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